
 広報たけはら　2013.5.711  

　市民人権標語 　　　小学生の作品　　　あいさつで　  元気もりもり 　いい気もち

職場における

ｾｸｼｭｱﾙ・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ対策

　　　　　男女共同参画推進講演会を開催します！　
日時　６月 30 日（日）13 時 30 分 ～ 15 時

場所　市民館ホール　　　※入場は無料です。

講師　人材活性プロデューサー／元吉本興業プロデューサー　大
おおたに

谷 由
ゆ り こ

里子 さん

演題　大谷流『ココロ』の元気のつくり方 

　　　～「感じて・興味を持って・動く」人づくり！～

プロフィール　大学卒業後、吉本興業㈱に入社。故横山やすしさんのマネー

　ジャーを務め、宮川大助・花子さんなどを売り出し注目を集める。結婚、出

　産後に女性企業家として会社を設立。「笑い」を用いたユニークな「人材育

　成法」が話題となっている。　

問い合わせ　人権推進室　☎２２-７７３６　

　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
は
、
職
場

で
の
間
柄
や
職
務
上
の
地
位
を
背
景
に

相
手
が
望
ま
な
い
性
的
な
言
葉
や
言
動

に
よ
り
、
労
働
者
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ

け
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
な
ど
、
人

権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。
ま
た
、
職

場
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
労
働
者
が
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
妨
げ
に
も

な
る
重
大
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
の
被
害
の
多
く
は
女
性
で

す
が
、
女
性
同
士
、
男
性
同
士
、
女
性

か
ら
男
性
へ
の
被
害
も
あ
り
ま
す
。

　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
は
次
の
２

つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

対
価
型
セ
ク
ハ
ラ

　

労
働
者
の
意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
に

対
す
る
労
働
者
の
対
応
（
拒
否
や
抵
抗
）

に
よ
り
、
職
務
上
の
地
位
を
利
用
し
解
雇
・

降
格
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る
こ
と

環
境
型
セ
ク
ハ
ラ

　

労
働
者
の
意
に
反
す
る
性
的
な
言
動

に
よ
り
、
労
働
者
の
就
業
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
り
、
能
力
の
発
揮
に
重
大

な
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と

事
業
主
の
義
務

　

セ
ク
ハ
ラ
は
、
一
度
発
生
す
る
と
被

害
者
に
加
え
行
為
者
も
退
職
に
至
る
場

合
が
あ
る
な
ど
、
個
人
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
事
業
主
に
も
不
利
益
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
未
然
の
防

止
対
策
が
重
要
で
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職
場
に

お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
の
対
象
を
男
女
の
労
働

者
と
し
、
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
や
、
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
事
業
主
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

事
業
主
が
と
る
べ
き
措
置

　

次
の
９
項
目
が
厚
生
労
働
大
臣
の
指

針
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
セ
ク
ハ
ラ
の
内
容
、
あ
っ
て
は
な
ら

　

な
い
旨
の
方
針
を
明
確
化
し
、
管
理
・

　

監
督
者
を
含
む
労
働
者
に
周
知
・
啓

　

発
す
る
こ
と
。

②
行
為
者
に
は
、
厳
正
に
対
処
す
る
旨

　

の
方
針
・
対
処
の
内
容
を
就
業
規
則
の

　

文
書
に
規
定
し
、
管
理
・
監
督
者
を
含

　

む
労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
。

③
相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
。

④
相
談
窓
口
担
当
者
が
、
内
容
や
状
況
に
応

　

じ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認
す
る
こ
と
。

⑥
事
実
確
認
が
で
き
た
場
合
は
、
行
為

　

者
及
び
被
害
者
に
対
す
る
措
置
を
適

　

正
に
行
う
こ
と
。

⑦
再
発
防
止
に
向
け
た
措
置
を
講
ず
る

　

こ
と
。
（
事
実
が
確
認
で
き
な
か
っ

　

た
場
合
も
同
様
）

⑧
相
談
者
・
行
為
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

　

講
じ
、
周
知
す
る
こ
と
。

⑨
相
談
し
た
こ
と
、
事
実
関
係
の
確
認

　

に
協
力
し
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て

　

不
利
益
な
取
扱
い
を
行
っ
て
は
な
ら

　

な
い
旨
を
定
め
、
労
働
者
に
周
知
・

　

啓
発
す
る
こ
と
。

相
手
の
立
場
を
理
解
す
る

　

セ
ク
ハ
ラ
の
状
況
は
多
様
で
あ
り
、

被
害
者
本
人
の
感
じ
方
や
受
け
止
め
方

も
異
な
る
た
め
判
断
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
被
害
者
が
ど
う

受
け
止
め
た
か
を
理
解
し
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
個
別
の
状
況
を
く
み
取
り

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

職
場
で
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で

き
る
、
セ
ク
ハ
ラ
の
な
い
職
場
環
境
の

実
現
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


